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背景
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大阪湾では、水質が改善されてきた。
⇒ むしろ海域によっては栄養塩が不足している？？

＜これまでの研究で＞

大阪湾では、水中に微生物に分解されにくく、生態系での物
質循環に利用されにくい
難分解性有機窒素（以下、「難利用性有機窒素」）
が含まれることを確認。

⇒大阪湾への主要な窒素負荷源である琵琶湖・淀川水系か
ら難利用性有機窒素が流入している？

目的

3

琵琶湖から淀川を経て大阪湾に流入する

難利用性有機窒素の流下過程の変化と季節変化
を明らかにする。

採水地点

4ｚ

採水（2月に1度）

琵琶湖：南湖中央
瀬田川：唐橋
淀川 ：枚方大橋

伝法大橋

（8月と12月には）
宇治川：御幸橋
木津川：御幸橋
桂川 ：宮前橋

生分解試験
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難利用性有機窒素の分析方法
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通気状態

暗所、20℃
振とう（60rpm）

河川水
人工海水組成塩
大阪湾湾口（OS‐3）

100日間に
大阪湾で
無機化されない
有機物が残留する
ことを想定

試料調整と手順
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試料（ろ別）

GF/F

ろ液

各態窒素分析

（流れ分析）

DIN・DON

有機物特性

（3次元蛍光スペク
トル）

ろ紙

懸濁態窒素

（元素分析計）

PON
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100日間生分解試験前後の窒素組成
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結果：生分解前・後の各態窒素濃度
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（2014年7月）

 100日間の生分解後のすべての試料から
PONとDON（難利用性性有機窒素）が検出

 難利用性性有機窒素の占める割合は上流で高い
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結果：流下に伴う難利用性有機窒素濃度の変化
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年間を通じて、下流に行くにつれて濃度が高くなる傾向
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結果：３河川合流前の難利用性有機窒素濃度
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宇治川、木津川、および桂川で難利用性窒素が確認された
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結果：難利用性有機窒素の割合（％）
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年間を通じて難利用性有機窒素の占める割合は上流で高い

琵琶湖 唐橋 枚方 伝法大橋

2014年 5月 53.3 33.0 18.8 13.3

7月 60.2 45.8 15.4 20.8

8月 44.1 41.8 28.7 31.9

10月 56.3 37.3 6.6 5.3

12月 37.6 30.1 8.9 4.3

2015年 2月 28.6 23.1 17.8 15.4

4月 40.7 31.7 21.1 20.2

6月 37.4 27.5 13.6 15.3

採水

3次元蛍光スペクトル
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3次元蛍光スペクトルの分析結果

ろ液を測定するとそれぞれの励起
波長に対する蛍光波長と強度が測
定される

既往の研究から、含まれる物質によって励起波
長に対する蛍光波長が決まったパターンを示すこ
とが分かっている。

波長：nm
（励起/蛍光）

物質

Peak1 230/300 タンパク質様

Peak2 230/340 タンパク質様

Peak3 230/424 フルボ酸、フミン酸
Peak4 280/340 タンパク質様
Peak5 320/424 フルボ酸、フミン酸
Peak6 345/434 フルボ酸、フミン酸

それぞれのピークのQSU（単位キニーネ当たりの蛍光強度）を求めた。

QSU ＝ （ピークの蛍光強度） /（キニーネ水溶液の345/450の蛍光強度）
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結果：流下に伴う蛍光強度の変化
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 peak 1～6のすべての蛍光強度は下流で高くなった
 peak 2とpeak 3で蛍光強度が高かった
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結果：それぞれのピークの蛍光強度の相関（n=36）
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 Peak 2 と Peak 4
 Peak 3 、 Peak 5 と Peak 6 は同じピークをみている
可能性が高い

Peak1 Peak2 Peak3 Peak4 Peak5 Peak6

Peak1 - 0.81 0.49 0.76 0.49 0.49

Peak2 - - 0.85 0.98 0.84 0.84

Peak3 - - - 0.88 1.00 0.99

Peak4 - - - - 0.89 0.89

Peak5 - - - - - 1.00

Peak6 - - - - - -

結果： 難利用性有機窒素と蛍光強度の関係
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難利用性DONは
 peak 1（タンパク質様物質）と相関が高かった
 peak 2（タンパク質様物質）、peak 3（フルボ酸、フミン酸）では
相関は低かった
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まとめ

 100日間の生分解後のすべての試料から難利用性有機窒素
（DONとPON）が検出された。

 年間を通じて難利用性有機窒素の占める割合は上流で高
かった

 年間を通じて、下流に行くにつれて濃度が高くなる傾向がみら
れた。
 宇治川、木津川、および桂川で難利用性窒素が確認された。
 peak 1～6のすべての蛍光強度は下流で高くなった。
 難利用性DONは、peak 1（タンパク質様物質）と相関が高か
く、peak 2（タンパク質様物質）あるいはpeak 3（フルボ酸、フミン
酸）と相関は低かった。
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今後

 淀川と大阪湾で検出される難利用性有機窒素特性
の比較
 淀川と大阪湾に注ぐ他の河川との比較
 難利用性有機物の由来
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